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次年度に向けた施策展開の方向性

水質環境重点調査事業

14.9
（H19）

341

（H18）

26,739
（H18）

(４)取組みの概要

4

地下水位監視事業

15,288 水質環境監視事業 26,743
4,637 地下水質監視事業（再掲）

水質の保全

地下水の保全
と活用

水環境課

低コスト型農業集落排水施設更新
支援事業

下水環境課

水環境教育・県民運動推進事業

－

－

地下水質監視事業

水質環境監視事業

1,488

地下水質監視事業

2,033

節水推進事業

（H20）

89.4%

11,271

100.0%

89.5%

公共用水域における環境基準
（BOD・COD）の達成状況
（％）

979

・上水道使用量は、事業者等の節水の取り組みや節水型の家庭製品の普及が進んだことにより減少傾向にある。
・公共用水域の水質については、例年定点調査を行っているが、有明海・八代海等で環境基準未達成の地点がある。
・水道整備については、計画的な整備を進めるとともに地域住民への説明責任が求められていることから、水道整備の将来構
想である地域水道ビジョンの策定に取り組む市町村が増加している。

(H19）

・熊本地域における地下水保全のための負担金のあり方について、市町村の了解が得られるよう働きかけを継続する。
・地下水採取者からの地下水採取報告の提出率を向上させる必要がある。また、かん養量の増加を図る必要がある。
・公共用水域及び地下水の水質改善について、効果的な対策を検討する必要がある。

4,610 熊本の水「夢戦略」事業

－ 熊本の水資源保全活用事業
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－ 生活排水処理構想策定事業

浄化槽整備事業
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・地下水採取者に対し市町村を通して報告について周知するとともに、県地下水保全条例の規制強化について検討する。
・公共用水域及び地下水の監視、評価を継続。また、有明海・八代海の海域環境における重点調査の結果を、海域の実態把握
につなげるよう努める。
・簡易水道事業の再編統合による水道事業の運営基盤の強化を図るとともに、水道未普及地域の早期解消を市町村と連携して
計画的に実施していく。
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【①地下水の保全と活用】
・「熊本地域地下水総合保全管理計画」を推
進する。
・水をテーマとした地域活性化事業を支援す
る。
・県民全ての方々に対する水環境教育及び県
民運動を実施する。

【②水質の保全】
・地下水及び公共用水域の水質保全対策を継
続する。
※公共用水域：河川・湖沼・海域

【③安全安心な飲用水の供給】
・水道未普及地域の解消対策に取り組む。

熊本地域地下水保全協働推進事業

〈達成度〉
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地域水道ビジョン策定率
（％）
※平成22年度設定した指標

●本県は、我が国でも有数の水の宝庫である。特に、質量共に優れた地下水
は森林や農地等にはぐくまれた財産であり、水道水源の約80％を賄うな
ど、県民の暮らしを支えるとともに、地域づくりや産業活動の源泉ともなる
戦略資源となっている。さらに特筆すべきこととして、熊本地域において
は、人口百万人の生活用水のほぼ１００％を地下水で賄っている。
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水環境課
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(１)背景

担当課 平成２１年度事業／決算（千円）取組みの概要

●地下水位の低下傾向や、硝酸性窒素による水質汚染など、これまで以上に
水源かん養、節水、水質保全への取組みが急務となっている。

●有明海・八代海の環境基準未達成など、水質保全が必要である。

●水道未普及地域が多く、安全安心な飲料水供給が必要である。

●県民が持続可能な社会の中で、水を守り、水を活かし、安心して暮らせる
社会の形成をめざすとともに、全国一とも言える地下水資源の多面的な活用
をめざす。

２ 施策の主な構成事業（ＤＯ）
平成２２年度事業／当初予算（千円）

(３)解決すべき課題

(２)めざす姿
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435,300 漁業集落排水施設整備市町村補助

熊本北部流域下水道建設事業
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1,008,600
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漁業集落排水施設整備後年交付金
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３ 施策の評価（ＣＨＥＣＫ）

策定時 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 目標値 目標値の説明

(１)指標の推移

指標（単位）

九州各県の上水道使用量平均
値のH23推定値（年々減少し
ており、継続して減少するこ
とを想定）
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（ℓ／人・日）

地下水採取量の削減

（万ｍ
3
）

26,739 26,071
（668万㎥
減らす）

－6ℓ

325
(16ℓ/人・日

減らす)

（H21）

100

安全安心な飲
用水の供給

水環境課

海域73.7

湖沼100

－

上水道事業

水道未普及地域解消対策推進事業

漁業集落排水施設整備市町村補助

球磨川上流流域下水道建設事業 188,600

100
100

100

〈達成度〉

〈達成度〉
89.5 84.2

100.0%

84.2%

漁業集落排水施設整備後年交付金

100

…

91.5%

【①地下水の保全と活用】
・熊本地域地下水保全対策会議（県、13市町村）で、地下水保全管理の中核となる組織等に関する中間整理案を作成。
・県内29カ所の観測井で地下水位を毎月監視。観測井を４カ所増設。企業、水道事業者等から地下水採取量報告を徴収。
・有識者による「水の戦略会議」を開催し、熊本の地下水の未来についての中間提言をいただいた。また、湧水源の保全、活
用を目的として「熊本県平成の名水百選」として50カ所を認定した。
・中学生対象の水の作文コンクール（全国最多5,208件応募）、みんなの川と海づくり県民運動（4.9万人参加）等を実施。
【②水質の保全】
・水質測定計画に基づき、公共用水域の調査を178（県102、国37、市等39）地点で、地下水の調査を487地点で実施する
とともに、有明海・八代海の海域環境についての重点調査を開始した。
・計画的な生活排水処理施設の整備により、県内で適正な生活排水処理が実施できる人口が143万7千人（約3万人増）に。
【③安全安心な飲用水の供給】
・H28年度までの簡易水道事業統合計画の策定が必要な35市町村の策定指導を行うとともに、水道未普及地域の飲用井戸等の
検査を行った。

【①地下水の保全と活用】
・H21に作成した中間整理案を踏まえ、中核組織の形態や負担金のあり方等を詰めた上で、関係機関の合意形成を図る。
・「水の戦略会議」を本年度まで継続し、中間提言を踏まえて、水の活用方策等の議論をしていただく。
・子どもたちを対象とした水環境教育や、熊本の川や海を健全な姿で次世代に引き継ぐための県民運動を継続する。
【②水質の保全】
・公共用水域や地下水の調査、有明海・八代海の海域環境についての重点調査を継続する。
・地域の実態にあった効率的、効果的な生活排水処理施設の整備に向け、新たな生活排水処理構想を策定する。
【③安全安心な飲用水の供給】
・水道事業者等の指導監督や運営基盤の強化を図るとともに、水道未普及地域の飲用井戸等の検査を継続する。
・水道整備の実態調査を行い、未普及地域の解消方策を検討する。併せて、水道事業者に対し、未普及地域における将来の水
道整備を勘案した地域水道ビジョンの策定を助言指導する。
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